
29P-0961
2型糖尿病における Retinol binding protein (RBP) 4の臨床的意義
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【目的】ビタミン A輸送タンパクである Retinol binding protein (RBP) 4は, メタボ
リックシンドロームに関わるアディポサイトカインとして注目されている因子で
ある. 本研究では 2型糖尿病 (T2DM) 患者における血中RBP4量を測定し, 臨床パ
ラメータおよび糖尿病合併症との関連について検討した.

【方法】対象は T2DM 患者 319 名 (男/女＝179/140) および糖尿病でない対照者
(Non-DM) 69名 (男/女＝40/29) とした. そのうち, 相関分析および多変量解析では
T2DM患者のうちインスリンなどの薬剤を服用していない172名 (男/女=99/73) を,

Non-DM では臨床パラメータが判明した 23 名 (男/女=23/0) を対象とした. RBP4

の測定は, 市販の測定キットを用いて行い, Cystatin Cは自家製の ELISA法により
測定した.

【結果】(1) T2DM女性患者の血清中 RBP4量は, Non-DM女性と比較して有意に高
値を示した. (2) 血清中RBP4量に影響を与える因子としてHbA1cが選択された. (3) 

T2DM群および Non-DM群において, RBP4と TGとの間に正の相関が認められた.

(4) T2DM患者において, 血清中RBP4量と腎機能パラメータ (Creatinine, eGFR) と
の間に相関が認められた. さらに, 腎機能の指標とされる Cystatin Cとの間にも正
の相関が認められた. (5) 糖尿病性腎症における血清中 RBP4 量は, 重症度に従っ
て増加傾向を示したが, 他の合併症においては示さなかった.

【考察】RBP4は, 女性において T2DMのマーカーとして有用であり, 糖尿病だけ
でなく脂質代謝異常などのメタボリックシンドロームを呈した病態と密接に関連
していると考えられた. さらに, RBP4 と腎機能パラメータとの間に相関が認めら
れたことから, 腎機能の新しいマーカーとしての有用性が示唆された. 


